
里親委託児童支援事業
家庭的養護促進事業

１ 趣 旨
児童虐待相談等の社会的養護を必要とする児童に対し、家庭的な環境の中で養育する里親の重要

性はますます高まっている。
このため、里親制度の普及と理解促進、新規里親の開拓及び里親委託の推進を図り、要保護児童

の福祉の増進に資する。

２ 事業の概要
（１）実施主体：島根県（島根県里親会に委託）
（２）事業内容

養育経験のある里親１０名程度を、「社会的養護推進里親」として任命し次の活動を行う。
ア 訪問援助活動（児童福祉施設との連携強化と里親支援）
児童福祉施設の家庭支援専門相談員等との情報交換及び里親からの養育相談対応や情報提
供。

イ 普及啓発活動（地域の理解促進と新規里親の開拓）
ウ 相互支援活動（里親相互の連携の強化）
里親交流会を開催し、里親相互の親睦や連携を深め養育の技能と知識の向上を図る。

エ 委託促進活動（施設入所児童の里親委託の促進）
児童福祉施設入所中の里親委託希望児童と受託を予定する里親との関係構築や、入所児童
との触れ会いによる養育技術向上のため、施設訪問を行う。

３ 平成２６年度予算額
１，１００千円 (担当課 青少年家庭課)

お産あんしんネットワーク事業

１ 趣 旨
増加するハイリスク妊婦・低出生体重児に対応するため高度な周産期医療が求められ、また、産

科・小児科医が減少する中、その人材確保とともに周産期医療機関の機能分担と病診連携の強化が
必要となっている。
そのため、地域において妊娠、出産から新生児にいたる高度専門的な医療を効果的に提供する総

合的な周産期医療体制を整備し、県内どこに住んでいても安心して子どもを産み育てることができ
る環境づくりの推進を図る。

２ 事業の概要

項 目 主 な 事 業 名 事 業 内 容

周産期医療 総合周産期母子医療センター 総合周産期母子医療センター（県立中央病院）及び
ネットワー ・地域周産期母子医療センタ 地域周産期母子医療センターの運営費を助成
クの構築 ー支援事業

島根県周産期医療協議会 島根県の周産期医療体制の推進について検討

圏域周産期医療体制検討会 圏域ごとの周産期医療体制の推進について検討

周産期医療従事者研修事業 周産期医療従事者研修・症例検討会
（県立中央病院へ委託）

３ 平成２６年度予算額
４０，１３４千円 （担当課 健康推進課）


